
意
見
の
提
出

　

令
和
3
年
11
月
11
日
、
西
東
京
市
に

対
し
て
農
業
委
員
会
法
第
38
条
の
規
定

に
基
づ
く
意
見
の
提
出
を
行
い
ま
し

た
。

　

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
を
図
る
た
め
、
従

前
の
全
農
業
委
員
出
席
に
よ
る
提
出
か

ら
会
長
及
び
職
務
代
理
に
よ
る
提
出
へ

と
方
法
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
特
定
生
産
緑
地
制
度
や

都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
な
ど
を
契
機

に
新
た
な
将
来
展
望
を
描
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
農
業
者
へ
の
効
果
的
か

つ
継
続
的
な
支
援
を
行
い
、
都
市
農
業

の
振
興
を
通
じ
た
地
域
の
発
展
を
目
指

す
た
め
に
主
に
次
の
よ
う
な
意
見
を
提

出
し
ま
し
た
。

①
生
産
緑
地
制
度
へ
の
対
応
に
つ
い
て

②
都
市
農
地
の
保
全
に
つ
い
て

③
農
業
者
へ
の
適
切
な
支
援
に
つ
い
て

④�

都
市
農
業
に
対
す
る
市
民
理
解
の
促

進
に
つ
い
て

　

意
見
の
提
出
後
、
市
長
か
ら
市
の
取

組
み
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
引
き
続
き
市
と

の
連
携
を
重
視
し
な
が
ら
各
種
の
施
策

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令和3年 12 月　西東京市農業委員会だより（第 31 号）

編集：発行　�西東京市農業委員会	 住所：西東京市南町 5-6-13�
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農業委員会だより
西東京市の風と緑〜西東京市

農産物キャラクター
「めぐみちゃん」

令和3年度
西東京市農業施策に関する意見 （概要）

1	 生産緑地制度への対応について

市内に農地を所有する全ての農業者に対し、制度

理解への適切な支援を行うこと。

2	 都市農地の保全について

農地の保全については農業者の様々な事情を考慮

するとともに、関係機関等と連携を図り、創意工夫

して農地の保全に努めること。

3	 農業者への適切な支援について

意欲を持って経営に取り組む農業者に対し、農業

者の意向に沿った支援を検討し、規模や内容を充実

させること。

4	 都市農業に対する市民理解の促進について

農地の有する多面的機能の周知や市民が農業と触

れ合う機会の創出などの施策に取り組むこと。

意見書提出(左：村田会長、右：池澤市長）
※撮影時のみマスクを外しました。

意見交換の様子
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特
定
生
産
緑
地
の
指
定
申
請

　

特
定
生
産
緑
地
制
度
と
は
、
生
産
緑

地
の
買
取
申
出
の
期
限
を
10
年
延
長
す

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

 

農
地
転
用
等
の
行
為
に
制
限
が
か
か

る
一
方
、
相
続
税
の
納
税
猶
予
制
度
の

適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
制
度
を
継
続
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
指
定
に
あ
た
っ
て
は
、
生
産
緑
地
の

指
定
か
ら
30
年
が
経
過
す
る
前
に
、
申

請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
忘

れ
の
な
い
よ
う
、
お
早
め
に
お
手
続
き

く
だ
さ
い
。

生
産
緑
地

指
定
年
度

特
定
生
産
緑
地 

指
定
申
請
期
限

平
成
4
年

令
和
4
年
2
月
末
予
定

平
成
5
年

令
和
5
年
2
月
末
予
定

平
成
6
年

令
和
6
年
2
月
末
予
定

　

申
請
に
つ
い
て
、
ご
不
明
点
が
あ
る

方
、
ま
た
現
在
検
討
中
の
方
は
、
農
業

委
員
会
事
務
局
ま
た
は
都
市
計
画
課
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

農
業
委
員
会
で
は
、
引
き
続
き
都
市

計
画
課
と
連
携
し
な
が
ら
、
情
報
発
信

等
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

特
定
生
産
緑
地
に
指
定
さ
れ
な
い
方
へ

　

特
定
生
産
緑
地
に
指
定
し
な
い
場
合

で
も
、
生
産
緑
地
は
自
動
的
に
解
除
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

生
産
緑
地
を
解
除
す
る
意
向
が
あ
る

方
に
つ
い
て
は
、
生
産
緑
地
の
指
定
か

ら
30
年
経
過
し
た
日
以
降
に
、
解
除
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

手
続
に
つ
い
て
、
ご
質
問
や
ご
不
明

点
が
あ
る
方
は
、
都
市
計
画
課
に
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

都
市
農
地
有
効
活
用
連
絡
会
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
６
月
、
市
内
農
地
の
貸
借

を
促
進
す
る
こ
と
で
農
地
保
全
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
都
市
農
地
有
効
連
絡
会

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
で
は
構
成

員
（
J
A
東
京
み
ら
い
、
市
・
産
業
振

興
課
、
農
業
委
員
会
農
地
部
会
）
が
把

握
し
て
い
る
貸
借
の
ニ
ー
ズ
を
東
京

都
、
東
京
都
農
業
会
議
と
も
情
報
共
有

す
る
こ
と
で
貸
し
手
と
借
り
手
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
と
し
て
も
活
動
の
中
で

把
握
し
た
ニ
ー
ズ

に
つ
い
て
、
積
極

的
に
提
案
し
て
ま

い
り
ま
す
。

「
ベ
ジ
っ
子
フ
ァ
ー
ム
北
町
」
開
設
者
 

蓮
見
一
夫
様
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

令
和
３
年
６
月
（
第
30
号
）
に
お
話

を
伺
っ
た
市
民
農
園
の
そ
の
後
を
お
伝

え
し
ま
す
。

🅠
市
民
農
園
の
管
理
者
と
し
て
、
ど
ん
な

お
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
？

🅐
週
に
1
～
2
日
は
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。

利
用
者
の
方
が
い
れ
ば
声
を
か
け
た
り

も
し
ま
す
よ
。

🅠
畑
だ
け
で
な
く
施
設
も
き
れ
い
で
す
が

管
理
は
大
変
で
は
な
い
で
す
か
？

🅐
市
民
農
園
利
用
者
で
も
あ
る
菜
の
花
エ

コ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
々
と
管
理
委

託
の
契
約
を
し
て
い
る
の
で
、
い
つ
も

き
れ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

🅠
開
設
し
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

🅐
市
民
農
園
を
利
用
し
て
い
る
方
た
ち
が
楽

し
ん
で
く
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
特
に
近

隣
の
方
が
借
り
て
く
れ
て
、
会
話
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
良
か
っ
た
で
す
。

🅠
近
隣
の
方
と
の
関
係
性
も
変
わ
っ
た
の

で
す
ね
。

🅐
こ
の
市
民
農
園
を
と
お
し
て
、
都
市
農

業
に
対
す
る
理
解
を
示
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

～
市
民
農
園
利
用
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
～

🅠
利
用
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

🅐
失
敗
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、

そ
の
ぶ
ん
収
穫
で
き
た
時
の
喜
び
が
大

き
い
で
す
。

🅠
利
用
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

🅐
農
園
で
蓮
見
さ
ん
と
お
話
し
で
き
る
の

も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。
実
際
に
農

業
を
営
ん
で
い
る
蓮
見
さ
ん
と
の
会
話

か
ら
栽
培
方
法
を
学
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

農
園
の
管
理
を
手
伝
っ
て
い
る
方（
菜
の
花

エ
コ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

🅠
菜
の
花
エ
コ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ど
の

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？

🅐
「
農
地
保
全
・
環
境
保
全
」
で
、
始
め

は
菜
の
花
や
ひ
ま
わ
り
を
栽
培
し
、
東

大
農
場
と
市
の
「
ひ
ま
わ
り
事
業
」
で

環
境
学
習
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
環
境

学
習
が
終
わ
っ
て
、
何
を
す
る
か
考
え

て
い
た
時
に
20
年
以
上
の
市
民
農
園

キ
ャ
リ
ア
の
メ
ン
バ
ー
も
多
い
の
で
農

を
学
ぶ
場
の
畑
を
始
め
ま
し
た
。

🅠
何
名
位
で
活
動
し
て
い
る
の
で
す
か
？

🅐
40
名
位
い
て
、
ベ
ジ
っ
子
フ
ァ
ー
ム
北

町
で
は
、
私
た
ち
も
畑
を
借
り
て
、
毎

週
日
曜
日
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

🅠
ど
の
よ
う
な
活
動
で
す
か
？

🅐
畑
の
管
理
協
力
と
し
て
、
除
草
作
業
や

ト
イ
レ
掃
除
、
用
具
の
整
理
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
借
り
て
い
る
畑
で
は
、
自
分

た
ち
の
食
べ
る
野
菜
の
他
に
、
高
齢
者

や
親
子
に
来
て
「
さ
つ
ま
芋
堀
体
験
」
を

し
て
も
ら
い
、
農
地
の
大
切
さ
を
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

蓮見さんの「遊び
心」満載の飾りが
畑にありました。
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【
広
域
認
定
】

田
倉　

寿
治
（
向
台
町
）

髙
橋　

正
悦
（
練
馬
区
）

�

※
代
表
者
の
み　

※
町
名
順

広
域
認
定
農
業
者
と
は
？

　

西
東
京
市
と
他
の
市
区
町
村
、
他
府

県
等
に
農
地
を
所
有
し
て
い
る
農
業
者

が
、
両
方
で
認
定
農
業
者
の
認
定
を
受

け
る
制
度
で
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

　

令
和
3
年
10
月
25
日
か
ら
27
日
ま
で

の
3
日
間
で
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

平
成
4
年
に
指
定
を
受
け
た
生
産
緑

地
の
特
定
生
産
緑
地
へ
の
移
行
直
前
期

と
も
い
え
る
本
年
の
調
査
は
、
特
定
生

産
緑
地
と
し
て
問
題
な
い
か
と
い
う
観

点
も
加
え
て
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

生
産
緑
地
制
度
は
、
都
市
計
画
部
門

と
の
連
携
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

当
日
は
都
市

計
画
課
の
職

員
に
も
参
加

し
て
も
ら
い
、

市
内
の
農
地

の
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

本
年
度
、
認
定
を
受
け
た
農
業

者
の
皆
様
を
紹
介
し
ま
す
。

【
西
東
京
市
】

加
藤　

隆
司
（
北
町
）

加
藤　

民
幸
（
北
町
）

本
橋　

昭
治
（
北
町
）

鵜
野　

純
一
（
芝
久
保
町
）

大
谷　

勝
（
芝
久
保
町
）

三
原　

大
介
（
芝
久
保
町
）

高
田　

長
司
（
下
保
谷
）

下
田　

茂
昭
（
住
吉
町
）

都
築　

勲
（
中
町
）

冨
岡　

誠
一
（
中
町
）

貫
井　

正
彦
（
中
町
）

安
田　

弘
貴
（
西
原
町
）

海
老
澤　

孫
次
（
西
原
町
）

相
田　

健
吾
（
東
町
）

濵
中　

昇
一
（
東
町
）

本
橋　

勇
一
（
ひ
ば
り
が
丘
北
）

下
田　

直
広
（
富
士
町
）

下
田　

幸
男
（
富
士
町
）

保
谷　

優
貴
（
富
士
町
）

貫
井　

正
美
（
保
谷
町
）

新
倉　

庄
次
郎
（
南
町
）

矢
ヶ
崎　

宏
行
（
南
町
）

矢
ヶ
崎　

泰
幸
（
向
台
町
）

下
田　

浩
（
向
台
町
）

鈴
木　

智
博
（
向
台
町
）

土
方　

夘
市
（
向
台
町
）

栗
島　

博
（
向
台
町
）

松
本　

遼
（
柳
沢
）

新
規
就
業
奨
励
事
業
奨
励
賞

�

小
林　

凌
さ
ん

　

就
農
し
初
め
て
い
た
だ
い
た
賞
で
す

が
、今
後
多
く
の
賞
を
い
た
だ
け
る
様
、

精
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
は
時
代
の
変
化
に
対
応
し
、
都

市
農
地
と
い
う
利
点
を
最
大
限
活
用
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

妻
と
二
人
三
脚
で
、
新
し
い
農
業
の

“
カ
タ
チ
”
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

認
定
農
業
者
の
紹
介

　

令
和
3
年
7
月
、
認
定
農
業
者
の
認

定
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
交
付
式

の
開
催
は
取
り
や
め
と
な
り
ま
し
た
。

西
東
京
市
で
28
名
、
広
域
認
定
で
2
人

の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

認
定
農
業
者
の
皆
様
に
は
、
市
内
農

業
の
担
い
手
と
し
て
の
よ
り
一
層
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

内
田
農
業
振
興
会
功
労
者
表
彰

�本
橋　

武
男
さ
ん

　

こ
の
度
、
こ
の
よ
う
な
賞
を
頂
き
家

族
一
同
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

就
農
し
て
半
世
紀
強
、
何
時
の
時
代
も

農
業
を
取
り
巻
く
問
題
が
山
積
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
西
東
京
の
農
業
が
地

域
の
消
費
者
の
要
望
に
応
え
、
発
展
、

存
続
す
る
為
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て

る
よ
う
努
力
、
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

当日の様子
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副
市
長
の
ご
紹
介

萱
野　

洋
副
市
長

　

令
和
３
年
７
月
１
日
付
で
萱
野
洋
氏

が
副
市
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
萱
野

副
市
長
は
前
・
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部

長
で
、
以
前
に
は
農
業
委
員
会
事
務
局

長
も
歴
任
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

農
業
者
年
金
に
つ
い
て

　

農
業
者
年
金
は
、
確
定
拠
出
型
の
公

的
年
金
で
す
。
ご
自
身
の
将
来
設
計
の

た
め
に
積
極
的
に
活
用
し
、
豊
か
な
生

活
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

◇
加
入
要
件

　

�

次
の
①
〜
③
の
全
て
に
当
て
は
ま
る

方

　

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満

　

②
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

　

③
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

　

詳
細
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
ス
ポ
セ
ン
マ
ル
シ
ェ
」 

「
き
ら
っ
と
マ
ル
シ
ェ
」
に
つ
い
て

　

西
東
京
市
ス
ポ
ー
ツ
運
動
施
設
指
定

管
理
者
の
株
式
会
社
東
京
ド
ー
ム
ス

ポ
ー
ツ
主
催
の
マ
ル
シ
ェ
（
市
・
産
業

振
興
課
協
力
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
市
内
産
の
農
産
物
（
野
菜
・
果
樹
・

花
卉
な
ど
）
の
販
売
が
行
わ
れ
沢
山
の

方
が
買
い
に
き
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
ス
ポ
セ
ン
マ
ル
シ
ェ
」
は
、
11
月

6
日
、
12
月
4
日
に
J
A
東
京
み
ら
い

西
東
京
地
区
保
谷
直
売
会
の
方
々
が
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
入
口
で
、「
き
ら
っ

と
マ
ル
シ
ェ
」
は
、
11
月
13
日
に
、
田

無
農
友
会
め
ぐ
み
会
の
方
々
が
、
き

ら
っ
と
ピ
ロ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
販
売
し
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
行
い
な
が
ら
の
販
売
で
し
た
が
、
大

盛
況
で
し
た
。

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
労
働
力
の
不
足
し
て
い
る

農
家
さ
ん
の
お
手
伝
い
や
、
農
業
者
と

消
費
者
と
の
交
流
、
農
業
へ
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
東
京
都
農
林
水
産
興
財
団
」
が
実
施

す
る
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
事
業

（
東
京
の
青
空
塾
事
業
）
の
活
用
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

市
が
借
り
て
い
る
農
地
で
、
市
内
の

小
学
校
・
保
育
園
・
幼
稚
園
な
ど
の
種

ま
き
・
収
穫
体
験
な
ど
の
お
手
伝
い
を

東
京
の
青
空
塾
事
業
を
卒
業
し
た
方
に

協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
者
の
方
か
ら
指
導
を
受

け
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
励
み
、
農
業
者

の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必
要
と
し
た

と
き
に
、
お
手
伝
い
に
行
く
マ
ッ
チ
ン

グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
 

マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
い
て

　

農
業
者
の
方
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

（
短
期
・
長
期
な
ど
）
活
用
し
た
い
等

要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
・
産
業
振

興
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

災
害
で
ハ
ウ
ス
な
ど
に
被
害
が

あ
っ
た
ら
…

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
大
雪
が
降
り
、

ハ
ウ
ス
な
ど
の
農
業
用
施
設
に
被
害
が

出
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
市
・
産
業
振
興

課
や
関
係
機
関
と
も
連
携
し
、
災
害
発

生
時
の
被
害
把
握
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
自
身
の
農
業
用
施
設
に
被
害
が

あ
っ
た
場
合
は
、
農
業
委
員
会
ま
た
は

市
・
産
業
振
興
課
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◀︎�きらっと
マルシェ
の様子

◀︎�

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
の
様
子

▶︎�スポセン
マルシェ
の様子

▶︎�

市
内
小
学
生
に
昔
の

農
具
を
使
っ
て
、
小

麦
の
脱
穀
・
唐
箕
を

使
っ
て
の
実
演
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